










16　第１部　エレン・Ｇ・ホワイト自身の証言

被造物のほうを人々に拝ませるのであるが、そ
うした憎しみや策略は、過去のすべての全歴史
の中に見られるのである。神の品性について
誤った印象を人にあたえ、創造主についていつ
わりの観念を人にいだかせ、こうして愛よりは
むしろ恐怖と憎しみをもって神を見させようと
するサタンの努力、また、神の律法を捨てて、
その要求から解放されたと人々に考えさせよう
とするサタンの努力、そして、彼の欺瞞に抵抗
しようとする者に対する迫害などが、各時代に
わたって着々とつづけられてきた。こうしたこ
とは、父祖たち、預言者たち、使徒たち、そし
て殉教者たちや宗教改革者たちの歴史の中にみ
られるのである。

最後の大争闘において、サタンは同じ政策を
用い、同じ精神を発揮して、過去のすべての時
代と同じように、同じ目的のために働くのであ
る。これまでに見られたことが、これからも見
られるであろう。ただ異なるところは、きたる
べき争闘が、かつて世にみられなかったほどの
恐ろしい激しさをもったものであるということ
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である。サタンの欺瞞はもっと巧妙になり、彼
の攻撃はもっと断固たるものとなる。彼は、も
しできるなら、選民をも惑わそうとするであろ
う（マルコ 13：22 参照）。

神の霊がわたしの心に、神のみことばの大い
なる真理を開き、過去と未来の光景を示された
とき、わたしは、過去の争闘の歴史をたどるた
めに、そして特に、急速に近づいている未来の
争闘に照明を当てるために、自分にこのように
示されたことを他の人々に知らせるよう命じら
れた。この目的を果たすにあたって、わたしは、
各時代に世に与えられた大いなる試金石として
の真理をたどることができるように、教会歴史
における事件を選んでこれを分類した。この真
理こそは、サタンの怒りと、世俗を愛する教会
の敵意をひきおこし、しかも「死に至るまでそ
のいのちを惜しまなかった」人々によって維持
されてきたものである（ 黙示録 12：11）。

こうした過去の記録の中に、われわれは、わ
れわれの目の前にある争闘があらかじめ示され
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ているのを見ることができる。これらをみ言葉
の光と聖霊の解明とによって見るときに、われ
われは悪魔の策略を見破ることができ、そして、
再臨の時に主の前に「傷なき者として」立つ者
が避けなければならない危険をも、見分けるこ
とができるのである。

過去の宗教改革運動において起こったいく
つかの大事件は、歴史的事実であって、プロテ
スタントの世界によく知られ、あまねく認めら
れている。これらは、だれも否定することので
きない事実である。著者は、簡潔を旨とする本
書の扱い得る範囲内で、この歴史を短く述べた。
各事実は、その適用の十分な理解を妨げない程
度に縮めて簡単に書かれている。また、歴史家
が諸事件を短くまとめて、問題の総合的観察を
行ない、要領よくその細かい部分を要約してい
る場合には、その言葉を引用した。その際必ず
しも出所を明示しなかったが、それは、その言
葉を引用したのはそれらが主題を巧みに力強く
提示していたからであって、その筆者を権威と
して引用することが目的ではなかったからであ
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る。現に改革運動を推進している人々の経験や
意見を述べる場合にも、その著作について同様
の取り扱いをした。

本書の目的は、過去の争闘に関する新しい事
実を提示することよりも、むしろ未来の諸事件
に関する事実と原則とを明らかにすることにあ
る。しかし、こうした過去のすべての記録を、
光と暗黒との間の争闘の一部分として見ると
き、そこには新しい意義が認められるのである。
そして、これらの諸事件は、未来に光を投げ、
過去の改革者たちのように、神の召しを受けて、
この世のすべての幸福を犠牲にしても「神の言
葉とイエス・キリストの証のために」立つ人々
の道を、照らすのである。

真理と誤謬との間の大争闘の模様を解明す
ること、サタンの策略を明らかにし、これに抵
抗して勝利する方法を示すこと、神は正義と慈
愛をもって被造物を取り扱われるということが
明らかになるよう、罪の起源とその最終的処置
に関して光を投げかけつつ、悪という大問題に
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満足のゆく解決を与えること、そして神の律法
が聖であって不変のものであることを明示する
こと―これらが本書の目的である。人々が、本
書によって、闇の力から救われ、「光のうちに
ある聖徒たちの特権にあずかるに足る者」とな
り、われわれを愛し、われわれのためにご自身
をささげられたかたを賛美するようになること
を、著者は心から祈っている。

　　　　　　　　　　　Ｅ・Ｇ・ホワイト
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第２部

終末時代における

霊の賜物

Ｒ・Ｆ・コットレル

（初代文集 p238 ～ 253）
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預言の賜物は、ユダヤ時代の教会に現わされ
た。しかし、その時代の末期の数世紀間には、
教会が堕落したために、現われなかったが、そ
の末期において再び現われ、メシヤの来臨を告
げた。バプテスマのヨハネの父、ザカリヤは、

「聖霊に満たされ、預言して言った」。シオメン
は、正しい信仰深い人で、イスラエルの慰めら
れるのを待ち望んでいたが、御霊に感じて宮に
はいった。そして、イエスについて、「異邦人
を照らす啓示の光、み民イスラエルの栄光であ
ります」と預言した。そして、女預言者アンナ
は、彼のことを「エルサレムの救を待ち望んで
いるすべての人々に語りきかせた」。また「世
の罪を取り除く神の小羊」をイスラエルに紹介
するために神に選ばれたバプテスマのヨハネよ
り偉大な預言者はいなかった。

キリスト教時代は、霊の賜物が注がれて始ま
り、信者の間に、様々の霊の賜物があらわれた
のである。このようなことが非常に多かったの
で、使徒パウロは、コリントの教会に、「各自
が御霊の現われを賜わっているのは、全体の益
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になるためである」と言うことができたほどで
ある。すなわち、これは教会の中のすべての人
のことであって、多くの人々が解釈したように、
世界のすべての人のことではない。

大背教が起こってからは、こうした賜物は、
あまり現われなくなった。このために、一般キ
リスト者たちは、霊の賜物は初代教会に限られ
たものと思うようになったのであろう。しかし、
賜物が与えられなかったのは、教会の誤りと不
信のためではないだろうか。そして、神の民が
神の戒めとイエスを信じる信仰とによって、初
期の信仰と行為とに立ち帰るときに、「後の雨」
は、再び、賜物を生じさせるのではないだろう
か。昔、起こったことがまた起こることを期待
することができる。ユダヤ時代は、その背信に
もかかわらず、その初めと終わりとに特別の神
の霊の現われがあった。以前の時代と比較する
ならば、その明るさは、弱い月の光に対して、
太陽の光にたとえられているキリスト教時代が
栄光のうちに始まって、人に知られず衰微して
しまうとは考えられない。キリストの初臨に対
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して、人々に準備を与えるために、霊の働きが
必要であった。であるから、特に最後の時代は、
過去のあらゆる時代よりも危険で、偽預言者が
大きなしるしと奇跡とを行い、できれば、選民
をも惑わそうとするのであるから、再臨のため
には、霊の働きがさらに必要である。「そして
彼らに言われた、『全世界に出て行って、すべ
ての造られたものに福音を宣べ伝えよ。信じて
バプテスマを受ける者は救われる。しかし、不
信仰の者は罪に定められる。信じる者には、こ
のようなしるしが伴う。すなわち、彼らはわた
しの名で悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、
へびをつかむであろう。また、毒を飲んでも、
決して害を受けない。病人に手をおけば、いや
される』」( マルコ 16：15 － 18)。

キャンベルは、「信者には、このような奇跡
的力が伴う」と訳している。賜物は、使徒だけ
に限らず、信者たちにも及んだ。だれに与えら
れるのだろうか。それは、信じる者にである。
どれだけの期間だろうか。そこには、制限がな
い。約束は、福音を伝えて、信じる最後の者の
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ところまで行けという大任命と平行している。

しかし、この助けは、使徒たちと、彼らの
説教によって信じた者たちだけに約束されたも
のであり、彼らはこの任命を果たし、福音を確
立したのでその賜物はその世代で終わった、と
いう反対がある。では、大任命は、その世代で
終わったのであろうか。マタイ 28 章 19 節 20
節、「それゆえに、あなたがたは行って、すべ
ての国民を弟子として、父と子と聖霊との名に
よって、彼らにバプテスマを施し、あなたがた
に命じておいたいっさいのことを守るように教
えよ。見よ、わたしは世の終りまで、いつもあ
なたがたと共にいるのである｣。

この任命のもとにおける福音の宣教は、「わ
たしは世の終わりまで、いつもあなたがたと共
にいるのである」という約束によって、初代教
会で終わっていないことが明らかである。彼は、
わたしは、あなたがた使徒たちと地の果てまで、
どこでも共にいるとは言われず、世、すなわち
時代の終わりまで、いつも、あなたがたと共に
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いると言われた。これは、ユダヤ時代であると
は言えない。その時代は、十字架で終わってし
まった。であるから、原始的福音の宣教と信仰
とには、常に同じ霊の助けが伴ったのである。
使徒に対する任命はキリスト教時代に属し、そ
の全体を包んでいるのである。結局、賜物は、
背信によってのみ失われたものであって、原始
的信仰と行為の復活と共に、回復されるもので
ある。

コリント第一の手紙 12 章 28 節には、神が
教会の中に、ある一定の霊の賜物をお与えに
なったことが記されている。神が賜物を除かれ
たとか廃されたとか言う聖書的証拠はないので
あるから、われわれは、賜物が存続するものと
して計画されたものであるという結論を下さな
ければならない。では、賜物が廃されたという
証拠はどこにあるだろうか。ユダヤ的安息日が
廃されて、キリスト教的安息日の制定が記され
ている同じ章、すなわち不法の秘密の力と不法
の者のことが記されているところである。しか
し、反対者は、賜物が止むという聖書的証拠が



　27

次の聖句のなかにあると主張する。「愛はいつ
までも絶えることがない。しかし、預言はすた
れ、異言はやみ、知識はすたれるであろう。な
ぜなら、わたしたちの知るところは一部分であ
り、預言するところも一部分にすぎない。全き
ものが来る時には、部分的なものはすたれる。
わたしたちが幼な子であった時には、幼な子ら
しく語り、幼な子らしく感じ、また、幼な子ら
しく考えていた。しかし、おとなになった今は、
幼な子らしいことを捨ててしまった。わたした
ちは、今は、鏡に映して見るようにおぼろげに
見ている。しかしその時には、顔と顔とを合わ
せて、見るであろう。わたしの知るところは、
今は一部分にすぎない。しかしその時には、わ
たしが完全に知られているように、完全に知る
であろう。このように、いつまでも存続するも
のは、信仰と希望と愛とこの三つである」( コ
リント第一・13：8 － 13)。

この聖句は、霊の賜物と、そして、信仰と希
望もまた止むことを預言している。しかしそれ
らは、いつ止んだのであろうか。われわれは、
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なお、

「希望が、喜ばしい実を結び、信仰が、現実
となり、祈りが賛美となる」

その時を待望しているのである。

それは、全きものが来て、鏡に映して見るよ
うにおぼろげではなく、顔と顔とを合わせて見
るときに、止むのである。全き日が来、義人が
完全になり、見られているように見るのは、ま
だ将来のことである。罪の人が、大人になり、「幼
な子らしいこと」、すなわち、預言、異言、知識、
また、原始的キリスト者たちの信仰と希望と愛
とをも捨ててしまったことは事実である。しか
し、この聖句の中には、神が、教会の中に置か
れた賜物を取り去ろうとされたことを示すもの
はなにもない。それは、教会の信仰と希望とが
その頂点に達して、この地上のどんな輝かしい
霊的力と知識の現われも不死の状態のすばらし
い栄光にのみこまれてしまうまでは、取り去ら
れない。

ある人々は、テモテ第二、３章 16 節に基づ
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いて、さも重大なことのように反対を唱えるが、
これは、取り上げるほどのものではない。聖書
は、神の人が、あらゆる良いわざに対して十分
な準備ができて、完全にととのえられた者にな
るためであるとパウロが書いて、もうこれ以上、
霊感によって書かれるものはないと言ったとす
るならば、彼は、その瞬間において、なぜなお
聖書につけ加えていたのだろうか。なぜ彼は
この文が終わったところで、すぐに筆をおかな
かったのだろうか。また、ヨハネは、それから
三十年後に、黙示録を書いたのだろうか。黙示
録には、また、霊の賜物は廃されたということ
を証明するために用いられるもう一つの聖句が
ある。「この書の預言の言葉を聞くすべての人々
に対して、わたしは警告する。もしこれに書き
加える者があれば、神はその人に、この書に書
かれている災害を加えられる。また、もしこの
預言の書の言葉をとり除く者があれば、神はそ
の人の受くべき分を、この書に書かれているい
のちの木と聖なる都から、とり除かれる」( 黙
示録 22：18,19)。
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神は、むかしは預言者たちによりいろいろな
時に、いろいろな方法で、先祖たちに語られた。
また、福音時代の初めには、イエスと使徒たち
によって語り、その後は、このような方法では
二度と語らないと厳粛に約束されたのである。
この聖句に基づいて主張する人々がある。した
がって、その時以後の預言はすべて偽りであり、
これで霊感による聖典は終わった、と主張する
のである。もしそうだとすれば、なぜヨハネは、
パトモスからエペソに帰ったあとで、彼の福音
書を書いたのだろうか。彼は、福音書を書いて、
パトモス島で書かれた書物の預言の言葉に加え
たのであろうか。加えたり、取り除いたりしな
いようにという警告は、今日の聖書全巻のこと
ではなくて、使徒が書いた黙示録のことを指し
ていることは、聖句から明らかである。しかし、
人間は、だれひとりとして、神の霊感によって
書かれた他のどの書にも加えたり、除いたりす
る権利をもっていない。ヨハネは、黙示録を書
いて、ダニエルの預言書に何かを加えたであろ
うか。いや、そういうことはなかった。預言者



　31

は神の言葉を変える権利を持たない。しかし、
ヨハネの幻は、ダニエルの幻を確認し、そこで
提示された主題に多くの追加的光を与えてい
る。であるから、主は沈黙を余儀なくされるの
ではなく、なお自由にお語りになると考えられ
る。主よ、あなたが望まれる人を通して語って
下さい。あなたのしもべは聞きますと、常に自
分の心の中で言っていたいと思うのである。

こうして、霊の賜物は廃されたということを
聖書から証明しようとする試みは、完全な失敗
であった。そして、黄泉の力も教会に打ち勝た
ず、神は、この世になお民を持っておられるの
であるから、われわれは、第三天使の使命に関
連して、賜物が現われることを期待してよいの
である。この使命は、教会を使徒時代の状態に
引き戻し、世の、暗黒ではなくて、真の光とす
るものである。

また、われわれは、最後の時代には、偽預言
者が起こるという警告を受けている。そして、
聖書には、われわれがその真偽を見分けること
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ができるように、彼らの教えをテストする方法
が示されている。

預言者の預言とその道徳的品性の両方に当
てはまる大テストは、神の律法に照らしてみる
ことである。もし最後の時代に、真の預言がな
いとすれば、そのことを告げて、欺瞞が起こる
原因を絶ち切ることのほうが、ちょうど本物と
偽物とがあるかのように、その見分けかたを示
すよりも、どんなにやさしいことであろう。

イザヤ書８章 19、20 節は、現代の霊媒につ
いての預言で、そのテストとして、律法があげ
られている。「律法と証とに求めよ。もし彼らが、
この言葉に従って語らないならば、それは彼ら
のうちに光がないからである」( 欽定訳 )。もし、
同時に、真の霊の現われ、または預言がなかっ
たのであれば、なぜ、「彼らが、この言葉に従っ
て語らないならば、それは彼らのうちに光がな
い」と言うのであろうか。イエスは「にせ預言
者を警戒せよ。･･････ あなたがたは、その実
によって彼らを見分けるであろう」と言われた
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( マタイ 7：15,16)。これは、山上の垂訓の一
部であって、この説教は、福音時代を通じて、
一般に教会にあてはまることは、明白である。
偽預言者は、その実によって識別することがで
きる。言いかえるならば、彼らの道徳的品性に
よってである。その実が善いか悪いかを決定す
る唯一の標準は、神の律法である。こうして、
われわれは、律法と証の重要性を知るのである。
真の預言者は、この言葉に従って語るだけでな
くて、それによって生活するのである。このよ
うに語り生活する人を、非難することはできな
い。

偽預言者の特徴は、常に、彼らが、平和の幻
を見ることであった。彼らが、「平和だ、無事
だ」と言っている時に、突如として滅びが彼ら
をおそってくる。真実な者は、大胆に罪を譴責
して、来たるべき怒りについて警告を発するの
である。

聖書の明快で積極的な宣言に反する預言は、
拒否しなければならない。救い主は、彼の再臨
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の模様について、弟子たちに警告を発せられた
ときに、そのようにお教えになった。イエスが
弟子たちの見ている前で昇天されたとき、イエ
スは、天に上っていかれるのを彼らが見たのと
同じ有様で、またおいでになると、天使たちは
はっきり言ったのである。であるから、イエス
は、最後の時代の偽預言者たちの働きを予言し
て、「『見よ、彼は荒野にいる』と言っても、出
て行くな。また『見よ、へやの中にいる』と言っ
ても、信じるな」と言われた。この点について
の真の預言はすべて、彼が目に見える姿で天か
ら来られるというものでなければならない。「そ
の時には、すべての預言を拒否しなさい。なぜ
なら、その時、真の預言者はいないからである」
となぜ、イエスは、言われなかったのであろう
か。「そして彼は、ある人を使徒とし、ある人
を預言者とし、ある人を伝道者とし、ある人を
牧師、教師として、お立てになった。それは、
聖徒たちをととのえて奉仕のわざをさせ、キリ
ストのからだを建てさせ、わたしたちすべての
者が、神の子を信じる信仰の一致と彼を知る知
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識の一致とに到達し、全き人となり、ついに、
キリストの満ちみちた徳の高さにまで至るため
である」( エペソ 4：11 － 13)。

キリストは、天に上られたときに、人々に
賜物をお与えになったことが、この聖句によっ
てわかる。その賜物のなかに、使徒、預言者、
伝道者、牧師、教師などが挙げられている。こ
れらが与えられた目的は、聖徒たちをととのえ
て、一致と知識に至らせるためであった。今日、
牧師であり教師であると言っている人々の中に
は、これらの賜物は、千八百年前にその目的を
完全に達成したので、今はもう止んだのだと言
う人がある。それではなぜ牧師や教師という称
号も廃業しないのだろうか。もし、この聖句の
預言者という務めが、原始教会だけに限られた
ものであるとすれば、伝道者やその他の務めも
みなそうである。そこにはなんの区別もなされ
ていないからである。

さて、この点について、少し考えてみたい。
これらの賜物はみな、聖徒たちをととのえて、
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一致と彼を知る知識とに到達させるためであっ
た。初代教会は、それらの影響のもとにあって、
しばらくの間、一致を保っていた。「信じた者
の群れは、心を一つにし思いを一つにして」い
た。そして、このような一致の当然の結果とし
て、「使徒たちは主イエスの復活について、非
常に力強くあかしをした。そして大きなめぐみ
が、彼ら一同に注がれた」( 使徒行伝 4：32 －
33)。今日、このような状態がなんと望ましい
ことであろう。しかし、背教が起こって、分離
と暗い影が美しい教会を傷つけ、教会は荒布を
まとった。分裂と混乱が起きた。キリスト教会
において、今日ほど、信仰が大きく分裂した時
はなかった。原始教会において、一致を保つた
めに賜物が必要であったならば、今日、その一
致の回復のために、賜物がどんなに必要なこと
であろうか。そして、神が、最後の時代に、教
会の一致を回復しようとしておられることは、
預言が明らかに示しているところである。見張
びとは、目と目を相合わせて、主がシオンに帰
られるのを見ると約束されている。また、終わ
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りの時に、賢い者は悟ると約束されている。こ
れが成就するときに、神が賢い者とみなされる
すべての者の中に信仰の一致が起こる。なぜな
ら、実際に正しく理解する者たちは、必然的に
同様の理解に到達するはずだからである。この
ような目的のために与えられた賜物を除外し
て、他にこの一致をもたらすものがどこにあろ
うか。

このように考えてくるときに、ここに予言さ
れている教会の完全な状態というのは、まだ将
来のことであることは明白である。従って、こ
れらの賜物は、まだその目的を果たしていない
のである。エペソ人への手紙は、紀元６４年に
書かれた。それは、パウロが、わたしは今や自
分を犠牲にしようとしている。わたしが世を去
るべき時はきたとテモテに言う約二年前のこと
である。背信の種は、今や、教会の中で発芽し
つつあった。なぜなら彼は十年前に、テサロニ
ケ人への第二の手紙のなかで、「不法の秘密の
力が、すでに働いている」と書いたからである。
狂暴なおおかみが、はいり込んできて、容赦な
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く群れを荒らそうとしていた。そのとき、教会
は、この聖句に言われている一致による完全に
向かって進まず、党派に分かれて、分裂しよう
としていた。使徒パウロは、これを知っていた。
彼は大背教のかなたを眺め、神の残りの民が集
められるのを見て、「わたしたちすべての者が
神の子を信じる信仰の一致」に到達すると言っ
た ( エペソ 4：13)。であるから、教会におか
れた賜物は、まだ、その務めをなし終えていな
いのである。

「御霊を消してはいけない。預言を軽んじて
はならない。すべてのものを識別して、良いも
のを守り」なさい ( テサロニケ第一・5：19 －
21)。

この手紙のなかで、使徒パウロは、主の再臨
のことを述べている。それから、彼は、その時
の不信仰な人々が、「平和だ無事だ」と言って
いる時に、夜の盗人のように、突如として滅び
が彼らをおそってくることを描写している。そ
して、彼は、このようなわけであるから、目を
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醒まして慎んでいるように勧めている。彼の勧
告のなかに、前述の「御霊を消してはいけない」
などの言葉がでている。この三つの聖句を、互
いに全く関係のない別々の聖句であると考える
人がある。しかし、これらは、その順序に従って、
自然に結び合わされている。御霊を消す人は、
御霊の結ぶ当然の実である預言を軽んじる。「わ
たしはわが霊をすべての肉なる者に注ぐ。あな
たがたのむすこ、娘は預言を」する ( ヨエル 2：
28)。「すべてのものを識別して」という表現は、
ここで扱われている預言という主題に限られて
いるのであって、われわれは、神がみ言葉の中
にお与えになった識別法によって、霊を試みな
ければならないのである。霊的欺瞞や偽りの預
言が、現在満ちあふれている。そしてこの聖句
は、この点についても特に当てはまるに違いな
い。しかし、使徒パウロが、すべてのものを拒
否せよ、とは言わずに、すべてのものを識別し
て、良いものを守れ、と言っているのに注意し
よう。

「その後わたしはわが霊をすべての肉なる者
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に注ぐ。あなたがたのむすこ、娘は預言をし、
あなたがたの老人たちは夢を見、あなたがたの
若者たちは幻を見る。その日わたしはまたわが
霊をしもべ、はしために注ぐ。わたしはまた、
天と地とにしるしを示す。すなわち血と、火と、
煙の柱とがあるであろう。主の大いなる恐るべ
き日が来る前に、日は暗く、月は血に変る。す
べて主の名を呼ぶ者は救われる。それは主が言
われたように、シオンの山とエルサレムとに、
のがれる者があるからである。その残った者の
うちに、主のお召しになる者がある」( ヨエル 2：
28 － 32)。

最後の時代に聖霊が注がれることを語って
いるヨエルのこの預言は、福音時代の最初にす
べて成就したのではない。これは、「主の大い
なる恐るべき日」を前に、天と地とにしるしが
現われることを見ても明らかである。すでにこ
のしるしは現われたけれども、その恐るべき日
はなお将来なのである。福音時代全体を、最後
の時代ということができようが、過去千八百年
間を最後の時代と言うことは不合理である。そ
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れは、主の日に及び、神の民の救済に至るもの
である。「それは主が言われたように、シオン
の山とエルサレムとに、のがれる者があるから
である。その残った者のうちに、主のお召しに
なる者がある｣。

主の大いなる恐るべき日にさきがけるしる
しと奇跡の中に存在するこの残りの者は、疑い
もなく、黙示録 12 章 17 節に語られている女
の残りの子らであって、地上の最後の世代のこ
とである。「龍は、女に対して怒りを発し、女
の残りの子ら、すなわち、神の戒めを守り、イ
エスのあかしを持っている者たちに対して、戦
いをいどむために、出て行った｣。

福音教会の残りの者は、賜物を持っている。
彼らは、神の戒めとイエスのあかしを持って
いるために戦いをいどまれるのである ( 黙示録
12：17)。黙示録 19：10 には、イエスのあか
しは、すなわち預言の霊であると言われている。

「わたしは、あなたと同じ僕仲間であり、また
イエスのあかしびとであるあなたの兄弟たちと
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同じ僕仲間である」と天使は言った。黙示録
22：9 には、同じことが繰りかえされて、次の
ように言っている。「わたしは、あなたや、あ
なたの兄弟である預言者たちと同じ僕仲間であ
る」。このような比較によって、「イエスのあか
しは、すなわち預言の霊である」という言葉の
意義の重要性を悟るのである。しかし、イエス
のあかしとは、一つの霊のすべての賜物を含ん
でいる。「わたしは、あなたがたがキリスト・
イエスにあって与えられた神の恵みを思って、
いつも神に感謝している。あなたがたはキリス
トにあって、すべてのことに、すなわち、すべ
ての言葉にもすべての知識にも恵まれ、キリス
トのためのあかしが、あなたがたのうちに確か
なものとされ、こうして、あなたがたは恵みの
賜物にいささかも欠けることがなく、わたした
ちの主イエス・キリストの現われるのを待ち望
んでいる」( コリント第一・1：4 － 7)。キリ
ストのあかしはコリントの教会において、確か
なものとされた。そして、その結果は、どうで
あっただろうか。彼らは、恵みの賜物にいささ
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かも欠けることがなかった。そこで、残りの民
は、イエスのあかしに堅く立ち、恵みの賜物に、
いささかも欠けることがなく、われわれの主イ
エス・キリストの現われを待ち望んでいるので
あるという結論を下してもよいのではなかろう
か。

　　　　　　　　　　Ｒ ・Ｆ ・コットレル
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第３部

証の書の重要性

イエスの証＝預言の霊
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1. イザヤ書 8:20 ただおきてと証とに求めよ。
もし彼らがこの言葉によって語っていなけ
れば、それは彼らの内に光がないからであ
る。( 欽定訳）

2. ヨハネの黙示録 1:1 イエス・キリストの黙
示。この黙示は、神が、すぐにも起るべき
ことをその僕たちに示すためキリストに与
え、そして、キリストが、御使をつかわし
て、僕ヨハネに伝えられたものである。

3. アモス書 3:7 まことに主なる神はそのしも
べである預言者にその隠れた事を示さない
では、何事をもなされない。

4. ペテロの第一の手紙 1:10 この救について
は、あなたがたに対する恵みのことを預言
した預言者たちも、たずね求め、かつ、つ
ぶさに調べた。1:11 彼らは、自分たちの
うちにいますキリストの霊が、キリストの
苦難とそれに続く栄光とを、あらかじめあ
かしした時、それは、いつの時、どんな場
合をさしたのかを、調べたのである。
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5. ヨハネの黙示録 12:17 龍は、女に対して
怒りを発し、女の残りの子ら、すなわち、
神の戒めを守り、イエスのあかしを持って
いる者たちに対して、戦いをいどむために、
出て行った。

6. ヨハネの黙示録 19:10 そこで、わたしは
彼の足もとにひれ伏して、彼を拝そうとし
た。すると、彼は言った、「そのようなこ
とをしてはいけない。わたしは、あなたと
同じ僕仲間であり、またイエスのあかしび
とであるあなたの兄弟たちと同じ僕仲間で
ある。ただ神だけを拝しなさい。イエスの
あかしは、すなわち預言の霊である」。

7. ヨエル書 2:28 その後わたしはわが霊をす
べての肉なる者に注ぐ。あなたがたのむす
こ、娘は預言をし、あなたがたの老人たち
は夢を見、あなたがたの若者たちは幻を見
る。2:29 その日わたしはまたわが霊をし
もべ、はしために注ぐ。

8. テサロニケ人への第一の手紙 5:19 御霊を
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消してはいけない。5:20 預言を軽んじて
はならない。5:21 すべてのものを識別し
て、良いものを守り、5:22 あらゆる種類
の悪から遠ざかりなさい。

9. 歴代下 20:20 ｢ヨシャパテは立って言っ
た、『ユダの人々およびエルサレムの民よ、
わたしに聞きなさい。あなたがたの神、主
を信じなさい。そうすればあなたがたは堅
く立つことができる。主の預言者を信じな
さい。そうすればあなたがたは成功するで
しょう』」。 

10. ｢むかし、神は預言者や使徒たちの口によっ
て人々に語られた。この時代には、神は聖
霊のあかしによって人々に語られるのであ
る。｣ (5T661)

11. ｢わたしの働きは…神の印を帯びているか、
それとも敵の印を帯びているかである。こ
のことにおいて中途半端はない。証は神の
霊であるか、それとも悪魔からのものであ
るか､ そのどちらかである。｣　(4T230)
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12. ｢真の証人のあかしは半分も留意されてい
ない。教会の運命がかかっている厳粛なあ
かしはまったく無視されなくとも、軽視さ
れている。｣ (1T181)

13. 「わたしは証に対する不信が、民が神から
離れるにつれ、着実に増していくのを見せ
られた。それが我々の教会のあらゆる階
層で、各地いたるところで見られる。｣ ５
T76.

14. 「神の明確な言葉と御霊の証に反する精神
が存在する。神の啓示された知恵よりも、
単に人間の理性を偶像視し、高める精神が
ある。責任ある立場の人たちの中で、聖書
の真理または御霊の証よりも、数人の思い
あがったいわゆる学者の意見が信頼され
るべきだと考えている人たちがいる。」５
T79.

15. ｢最後の時代の危機のさなかに光（ホワイ
ト夫人をとおして神の民に輝くようにされ
た光）をもっとも必要としている神の民か
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らこの光をさえぎることがサタンの特別な
目的である。｣ (5T667)

16. ｢サタンの最後の欺瞞は神のみ霊の証を無
効にすることである。｣ (ISM48)　　　　
20 世紀の初頭に、わが教会に恐るべき背
教が起きた。それを背教のアルファ ( 初め )
と呼んだ。わが教会は大きな打撃を受けた。

17. ｢『生ける宮』という本の中には致命的な異
端のアルファ ( 最初 ) が提示されている。
オメガ ( 最後 ) が続くであろう。それは神
が与えた警告に留意しない者たちによって
受け入れられるであろう。｣ ( ｼﾘｰｽﾞ B ＃ 2 
50)

18. ｢まもなくオメガが続くことをわたしは
知っていた。そしてわたしはわが民のため
に身震いした。｣ ( 同上 53)

19. ｢だまされてはならない。多くの者は信
仰から離れるであろう。…今我々の前に
あるのはこの危険なアルファである。オ
メガは最も驚くべき性質のものである。｣
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(1SM197)    

20. ｢サタンの最後の欺瞞は神のみ霊のあかし
を無効にすることである。…サタンは巧妙
にいろいろな方法で、間違った器を通して
残りの民が真のあかしを信頼しないように
働くであろう。｣ ( ﾚﾀｰ 12 1890)

21. ｢主がエレン・Ｇ・ホワイトを通して語ら
れ、メッセージを与えられたことを信じる
すべての者は、最後の時代にやってくる多
くの欺瞞から安全に守られるであろう。｣
(3SM84)

22. ｢時も試練も与えられた教訓の効力を失わ
せなかった。…この教会の初期に与えられ
た教訓は、その終末時代においても信頼で
きる教訓であると思われなければならな
い。」(1SM41)

23. ｢この教会の初期に与えられた原則は、当
時と同様に、今日も重要で、同じように
良 心 的 に 尊 重 す べ き こ と を 示 さ れ た。｣
(9T158)
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24. ｢あなたがあかしに信頼を失うならば、あ
なたは聖書の真理から押し流されてしまう
であろう。｣ (7T98)

25. ｢神の民の、1）あかしの書に対する信仰を
弱めさせることが、サタンの計画である。2）
次に我々の信仰の重要点、我々の立場を明
らかにする柱 ( 複数 ) に関する懐疑が続く。
3）それから聖書に関する疑いが続き、4）
そして破滅に降下していく。かつて信じら
れてきたあかしが疑われ、捨てられると、
サタンはそこでとどまらないことを知って
いる。彼は努力を二倍にして公然の反逆を
展開し、それはいやしがたいものとなり、
破滅に終わるのである。｣ (4T211)

26. ｢ひとつの確かなことは、サタンの旗の下
に立つセブンスデー ･ アドベンチストはま
ず神のみ霊のあかしに含まれている警告
と譴責に対する信仰を捨てるであろう。」
(1SM84)

27. ｢非常に巧妙にある人たちは、半世紀のテ
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ストに耐えてきた警告と譴責のあかしを無
効にしようとして働いてきた。それでいて、
同時に、そんなことは全然していないと拒
否するのである。」( ｼﾘｰｽﾞ B#7 31)

28. ｢あかしの書に対するサタン的な憎しみの
火が燃え上がるであろう。…神のみ霊の警
告と譴責と勧告が留意されるならば、サタ
ンは欺瞞を持ちこむすべを知らず、欺きの
中に魂を閉じ込めることはできないことを
知っている。｣ (1SM84)

29. ｢時が近づけば近づくほど、最後の警告を
与える働きが世界に広まれば広まるほど、
現代の真理を受け入れるものにとって、あ
かしの書の性質と影響を理解することはま
すます重要になってくる。神はその摂理の
中に、三天使の使命の働きが起こった時か
ら ( イエス ) のあかしを結びつけられたの
である。｣ (5T654)

30. ｢あかしの書を公然と拒否したり、疑いを
抱くものだけが危険な立場にあるのではな
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い。光を軽視することは拒否することであ
る。｣ (5T680)

31. ｢勧告、譴責、警告の中に光と知識が与え
られている書物を読まないために、多くの
者は、神がその民に与えられた光に全く反
して歩んでいる。｣ (5T681)

32. ｢世の思い煩い、流行を愛すること、宗教 ( 信
心 ) の欠如は、神が恵み深く与えられた光
から注意をそらした…｣ (5T681)

33. ｢ひとつの言葉でもなく、多くの言葉でも
なく、神が語られたすべての言葉によって
人は生きるのである。たとえとるに足らな
いことのように見えても、ひとつの言葉さ
え軽視することはできない。」(LU182)

34. ｢あかしの書に関して、一つも無視されて
はならない。ひとつも捨てられてはならな
い。しかし、時と場所を考慮すべきである。
…一点一画も重要であるし、適当な時期に
現れなければならない。｣ (1SM57)
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35. ｢安息日、人の性質、イエスのあかしとい
う主題は危機の時代に神の民を守る錨であ
る｣ (1T300)

36. ｢我々が現代の真理にしっかり立って、望
みを持って第二の幕の中に魂の錨を下ろす
ならば、さまざまな偽りの教えや、誤り
の風は、我々を動かすことはできない。｣
(1RH11)

故に背教のオメガはあかしの書、聖所、安息
日、人の性質に矢を向けてくるであろう！



もっと詳しく研究なさりたい方のために．．．

　　　　　“スタディバイブル ”

口語訳　
　解説付き聖書　

　　　各 10,000 円　

標準型（幅 153mm、高さ 220mm、厚さ 38mm）
余白付大型（幅 165mm、高さ 235mm、厚さ

38mm）

難漢字ふりがな付き｡  上質の合成皮
革。E.G. ホワイトの注解、脚注、引照付き、
地図、チャート、金のりんご、聖書語句
索引、口語訳聖書の標準ページを左右余
白に付記。

　お問い合わせ、お申込みは下記の連絡先まで

サンライズ ミニストリー
〒905-0428　沖縄県国頭郡今帰仁村字今泊1471

TEL（0980)５６-２７８３　FAX（0980)５６-２８８１
contact@srministr y.com　　www.srministr y.com




